
平成20年８月６日	 まちづくり推進委員会
	 ・�まちづくり計画策定委員の選定について

平成20年10月３日	 第１回まちづくり計画策定委員会
	 ・��強み、弱み等現状把握シートの提案

平成20年11月６日	 第２回まちづくり計画策定委員会
	 ・�強み、弱み等現状把握シートのとりまとめ
	 ・�計画策定骨格素案シートの提案	

（スローガン・活動方針・活動内容）

平成20年12月10日	 �呉昭和高等学校生徒へ「昭和地区のまちづくり」についての�
アンケートを実施

平成20年12月12日	 �まちづくり計画策定研修会�
（徳山大学　専任講師　和田　崇氏）

平成20年12月17日	 �第３回まちづくり計画策定委員会
	 ・�昭和地区の「スローガン」、「活動方針」選定

平成21年１月26日	 �第４回まちづくり計画策定委員会
	 ・�「活動内容」、「体系案」の選定

平成21年２月12日	 �まちづくり推進委員会
	 ・�まちづくり計画体系の決定

平成21年３月６日	 �第５回まちづくり計画策定委員会
	 ・�まちづくり計画案選定

平成21年３月19日	 �まちづくり推進委員会
	 ・�まちづくり計画策定

まちづくり推進委員会メンバー等
昭和地区まちづくり推進委員会　会　長　神田　晃典

　昭和地区まちづくり推進委員会委員（敬称略、順不同）
　　奥先　　楓　岡本　時見　高橋　一男　峠越　治郎　原　俊三郎　田口　耕右　應和　静雄　古江由紀枝
　　川島　義之　田北　貴子　平井　　健　岡畠　義幸　松元　岑夫　空田　　洋　梶山　俊二　中田　光政
　オブザーバー
　　昭和西小学校、昭和東小学校、昭和中央小学校、昭和南小学校、昭和北小学校、昭和中学校、
　　昭和北中学校、呉昭和高等学校、呉特別支援学校の各学校長及び昭和市民センター長

昭和地区まちづくり計画策定委員会　委員長　南良　良治

　昭和地区まちづくり計画策定委員　（敬称略、順不同）
　　臼井　　一　榊原　伸子　田北　貴子　横田　早苗　永井　聰子　古江由紀枝　行友　紀子　川上　　進
　　峠越　治郎　應和　静雄　大藤　周司　河下　寿昭　児玉　政治　平井　　健　西本　寿雄　松元　岑夫
　　空田　　洋　行広　　寿　宮岡　泰久　小田　博久　大阪美由紀　砂田　　純　尾田　丈治　鷹橋　紀幸
　　前川　幸子　大田マツ子　亀井　有里　進藤　和宏　小松　史洋　糸谷　博之　ト部　　亮　戸田　耕策
　　中田　光政

編修・発行　昭和地区まちづくり推進委員会
事　務　局　〒737−0935　呉市焼山中央２丁目８番12号　昭和市民センター内　TEL 0823−33−0011

 まちづくり計画策定まで 第1回から第4回までのまち
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次の方針で活動を推進していきます

　昭和地区では、平成16年11月にまちづくり推進委員会が発足して以来、地区内各団体の協力・
連携のもと、まちづくり事業への参画・支援に積極的に取り組んできたところです。
　この度、呉市策定の「ゆめづくり地域協働プログラム」に賛同し、当地区の特色を最大限に生
かした魅力あるまちづくりを推進するため、「昭和地区まちづくり計画」を策定いたしました。
　計画の策定にあたっては、当推進委員会の構成団体及び地区内のPTAやNPOの方々など昭和地
区を中心に活動されている皆さんを委員とするまちづくり計画策定委員会を設置いたしました。
　委員の皆さんの活動を通した経験やノウハウを基に、多くのアイデアと知恵を結集するととも
に、呉昭和高等学校の生徒の皆さんからも貴重なヒントをいただきながら、当地区にふさわしい
将来像を描いて、計画を策定したものです。
　今後は、この計画を基本に、「明るく　住みよい　元気なまち」を目指し、特色あるさまざまな
事業を展開してまいります。
　共にふれあい、世代をつないでいける魅力ある昭和地区を創出す
るため、地区の皆さん、一緒に取り組んでいきましょう。今後とも、
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

　　　昭和地区まちづくり推進委員会会長　　　　神 田  晃 典
　　　昭和地区まちづくり計画策定委員会委員長　南 良  良 治

　昭和地区は、呉市の北西部（中央付近は東経132
度34分、北緯34度17分）に位置し、面積約28平方キ
ロメートル、人口約３万６千人の、周囲を緑の山々
に囲まれた自然豊かで閑静なまちです。
　東は郷原地区、北は安芸郡熊野町、西は広島市安
芸区矢野、安芸郡坂町及び天応地区、南は吉浦地区
及び中央地区に接しています。
　昭和30年代後半から、大規模な宅地造成とともに、
芸南地域のベットタウンとして急速に発展を遂げて
きましたが、近年は宅地開発も減少し、人口は平成
17年をピークにゆるやかな減少傾向にあります。
　地区内には、大規模小売店舗が７店舗営業してい
ますが、都市計画道路焼山押込線の一部供用開始に
伴い、新たな商業施設等の開発動向もうかがえます。
　また、苗代工業団地も現在、造成・分譲中で、今
後は、企業立地による新たな就業者・転入者の増加
が期待されています。

■昭和地区の沿革等

昭和地区の街並み

■昭和地区の概況

灰ケ峰から望んだ昭和地区

昭和地区まちづくり計画の策定について

年（西暦） 人口 で き ご と

文政８ 1825 2,509人

明治22 1889

「町村制」公布。焼山村、本庄村（苗
代、栃原、押込、平谷、川角で形成）
童謡「足柄山」を作曲した天才作
曲家「藤井清水」焼山村で生誕

明治43 1910 呉熊野道路開通

大正７ 1918 本庄水源地工事竣工

大正15 1926 呉〜苗代〜熊野バス開通

昭和２ 1927
焼山鍋土〜呉市（二河町）道路開
通

昭和４ 1929 呉〜焼山〜押込間バス開通

昭和６ 1931
本庄村（うち苗代、栃原、押込地区）
と焼山村が合併して昭和村となる

昭和27 1952 昭和西、昭和東公民館落成

昭和31 1956 3,695人 昭和村、呉市と合併

昭和36 1961
焼山坂岡に初の団地造成工事着
工。以降、順次団地造成

昭和46 1971 西消防署昭和出張所設立

昭和47 1972 呉市斎場焼山町に移転

昭和57 1982
野外活動センター完成、循環バス
運行

昭和62 1987
昭和市民センター完成（昭和支所、
昭和公民館（旧昭和西公民館）、
昭和図書館、西消防署昭和出張所）

平成８ 1995 堀切焼山南線完成

平成10 1998 呉平谷線上二河トンネル完成

平成12 2000
広島労災特別介護施設「ケアプラ
ザ」完成

平成20 2008 35,801人
新焼山トンネル（焼山押込線）供
用開始

1 現状・課題の把握〜計画策定〜まちづくりへの取組は じ め に

現状
○�住宅地で商業・公共施設等が揃って住み
やすく人口が多く人材が豊富

○道路が狭い・危ない・渋滞がひどい
○高齢化が進んでいる
○団体活動が活発
○団体間の交流ができていない
○自然が減っている・汚れている
○�娯楽施設が不足し、公共施設等の機能・
規模が不十分

課題
○各種団体等のPR・連携が必要
○幹線道路等の整備・交通利便性の向上
○高齢化社会への対応
○昭和地区に対する関心等の向上
○総合病院・娯楽施設等の誘致
○防災防犯・モラルの向上
○休耕田・自然の活用
○公共施設の移設・拡充　など

だから

昭和地区の現状・課題は？

❶ふれあいの推進
■あいさつ運動・声かけ運動

■各種イベントの開催

■ふれあい活動の支援

❷環境美化の推進
■美化活動（花を育てる）

■環境美化支援・協力活動

❸�安心安全の 
まちづくり

■防犯運動

■交通安全運動

■自主防災組織強化・充実

■公共施設等の整備促進

❹地域資源の活用
■にぎわいのある伝統行事

■休耕田の活用

■昭和情報の発信

　まちづくり計画に沿ったアクションプランを作成し、
まちづくり推進委員会が事業実施・支援することにより、

まちづくりに取り組んでいきます。

※このまちづくり計画に沿った事業を実施される場合は、審査の上、当委員会が支援します。
　詳しくは、まちづくり推進委員会事務局へ問い合わせください。

計画策定後は

「明るく  住みよい  元気なまち」「明るく  住みよい  元気なまち」を目指して



2 昭 和 地 区 の ス ロ ー ガ ン 、 活 動 方 針 ・ 活 動 内 容 に つ い て

❷ 環境美化の推進

❸ 安心安全のまちづくり

❹ 地域資源の活用

明るく住みよい元気なまちを目指して、
次の活動方針・活動内容に沿ってさらなる
魅力ある地域づくりに取り組んでいきます。

　子どもからお年寄りまで、共に楽しく暮らしていけるよう、あいさつ・声かけ運動、各
種イベントの開催などをさらに充実させ、元気なふれあいのまちづくりを進めていきます。
■あいさつ運動・声かけ運動
　登下校時のあいさつ運動やあいさつの日を設定するなど、今後ともあいさつ運動・
声かけ運動を進めていきます。
■各種イベントの開催
　ふれあいフェスティバルや大運動会、文化祭など、各種イベントを開催し、今後と
も魅力的な地域空間の創出に取り組んでいきます。
■ふれあい活動の支援
　自治会活動の充実や自治会同士の交流を推進し、また、子ども会活動に対する支援
を行うなど、ふれあい活動の支援を積極的におこないます。

活動方針
活動内容

　自然に恵まれた昭和地区の特性を活かし、住みやすさのさらなる向上を目指して、
環境美化の推進に努め、美しく明るいまちづくりを目指していきます。
■美化活動（花を育てる）
　道路沿いに花を植えるフラワーロードの取組など、美化活動を推進していきます。
■環境美化支援・協力活動
　道路や河川、公園等の清掃活動や、昭和地区で美化清掃の日を設定し一斉清掃を行
うなど、今後とも環境美化支援・協力活動を推進していきます。

　住みよいまち「昭和」を実現するため、防犯運動や交通安全運動をはじめとした、様々
な活動に取り組み、安心安全のまちづくりをより一層進めていきます。
■防犯運動
　いつでもどこでもパトロールの実施など今後とも防犯活動の充実に取り組んでいきます。
■交通安全運動
　交通安全街頭誘導や広報を強化するなど、交通安全運動のさらなる推進に努めてい
きます。
■自主防災組織強化・充実
　防災避難連絡会議の設立・運営や体験学習を実施するなど自主防災力の強化・充実
を図ります。
■公共施設等の整備促進
　主要道路や歩道の整備・拡充、消防署、警察署の新設、体育館などの移設拡充、さ
らには、昭和市民センターの整備（駐車場拡張含む）など、行政が推進していく施策
について、積極的に要望活動を行っていきます。

　日本人の心を独創的にうたった昭和地区出身の天才作曲家藤井清水、旧軍港の面影
残る本庄水源地、壮大な深山の滝をはじめとした自然美など、豊かな地域資源を最大
限に活用するとともに、昭和地区の魅力を積極的に発信していき、さらなる魅力ある
地域づくりを進めていきます。
■にぎわいのある伝統行事
　各地区盆踊り競演や藤井清水PR作戦など、昭和地区の文化・伝統を活かした活動を
推進していきます。
■休耕田の活用
　休耕農地を活用した農作物づくりや体験農業、体験園芸などを実施し、休耕田の活
用を図っていきます。
■昭和情報の発信
　わがまち三景（みどころ）づくりとその発表会の開催、商店街利用月間フェスティ
バルや楽市の開催などで地区情報を積極的にＰＲしていくとともに、呉市昭和市民セ
ンターのホームページなどを活用して、豊富な資源情報を発信していきます。

※呉市ホームページアドレス（http://www.city.kure.lg.jp/~syowasc/）
　この計画にご意見・ご要望がある場合は事務局へお知らせください
　（昭和市民センターホームページに意見欄がございます） 

「明るく  住みよい  元気なまち」スローガン
（将来像）

❶ ふれあいの推進



4 昭 和 地 区 の 主 な 団 体 の ま ち づ く り 活 動3 昭和地区の「強み」、「弱み」等について

※ 昭和地区まちづくり計画策定委員会の構成団体を中心に掲載しています。

団体名 活動内容

昭和地区まちづくり推進委員会 ふれあいフェスティバルの企画・運営、防犯パトロールの推進、まちづくり事業への
協力・支援・連絡調整及びまちづくり計画の策定・企画等

昭和地区自治会連合会
（各地区自治会）

呉市自治会連合会及び呉市への協力・支援、単位自治会との連絡調整等
（地区内各道路・側溝・公園等の清掃活動）

昭和地区社会福祉協議会
呉市社会福祉協議会及び呉市が実施する社会福祉事業の連絡調整等
サロンの実施（地区内の高齢者等を対象に地域の集いの場としてサロンを開設
一人暮らし高齢者等配食事業、子ども会助成等

昭和西女性会
昭和東女性会

地区内の70歳以上の高齢者を対象に、市民センターで食事会を開催
年末愛の運動（お米のまごころ運動、清掃奉仕等）
地区内で実施される献血事業等への奉仕・協力活動等

第19区民生委員児童委員協議会
第21区民生委員児童委員協議会 各種福祉事業の実施・協力、地域社会福祉相談支援等、食事会開催等

昭和地区青少年補導員連絡協議会

標語募集事業など青少年健全育成事業の開催
夏休み、秋祭り、年末、春休み期間中に巡視・補導を実施
毎月17日に街頭監視活動を実施
児童への声かけ運動の推進等

昭和地区交通安全推進協議会
地区内街頭誘導（交通安全日に実施）
キャンペーン（春・秋各１回啓発活動）
交通安全教室（各小学校）・鈴鳴り運動（小学校１年生対象）等

昭和地区文化団体連合会 地区内の文化振興を図るため、春・秋文化祭及びお月見会を開催
昭和地区体育協会 地区内のスポーツ振興を図るための各種体育大会、教室及び大運動会を開催
昭和地区老人クラブ連合会 昭和福祉大学、秋の文化祭の開催、社会奉仕活動等
昭和東新しい町づくり推進委員会 昭和東地区（苗代町、栃原町）における地域課題の解決を図るための調査・研究等

藤井清水の会 郷土の作曲家藤井清水の作品の研究・普及等を図るため、コンクール・民謡大会・童
謡合戦を開催

呉市消防団第20分団 災害時における地域消防活動、各団体行事への協力・支援等
健康づくりのための運動普及推進協議
会

地域住民の健康づくりのための、体力測定教室、健康運動普及講演会、ウォーキング
大会等の開催

昭和地区商店連盟会 地元産業の振興発展に寄与する活動等
昭和地区幼稚園ＰＴＡ
昭和地区保育園保護者会
昭和地区小学校ＰＴＡ
昭和地区中学校ＰＴＡ

ＰＴＡ活動の企画・運営・地域活動等

行雲流水 （市民公益活動団体） 地域の美化活動、他のボランティア団体交流、交通事故防止活動、防災災害時の連絡
網作り等

サポート・トレッキング・グループ
 （市民公益活動団体）

登山路と公園等の草刈り、水路の確保（横断溝の維持管理）、路肩の補強、崩落した
斜面の整備、階段の増設、竹林の整備、ゴミの回収等

呉フォーク村
 （市民公益活動団体）

呉ポートピアパークでの主催コンサート、各社会福祉施設・団体の訪問演奏、保育園・
幼稚園・小学校などのＰＴＡ活動での演奏参加、地域自治会のイベント参加、路上ラ
イブ演奏等

「子ども＋英語」Kaleidoscope
 （市民公益活動団体） 英語イベント（子ども対象）の企画・開催等

第3回ふれあいフェスティバル
（昭和地区まちづくり推進委員会）

秋の交通安全キャンペーン
（昭和地区交通安全推進協議会）

高齢者等食事会
（昭和地区社会福祉協議会）
（第19区民生委員児童委員協議会）
（第21区民生委員児童委員協議会）
（昭和西女性会）
（昭和東女性会）

防犯パトロール
（昭和地区まちづくり推進委員会）

　計画策定に先立ち、昭和地区の「強み」、「弱み」等について、策定委員会で意見を出し合い、
また、呉昭和高等学校の皆さんに「昭和地区のまちづくり」についてアンケート調査を実施し、
集計した結果、次のとおりとなりました。

昭和地区の「強み」、「弱み」、「好機」、「脅威」について

「昭和地区のまちづくり」について〜呉昭和高等学校アンケート結果〜

※�一部呉昭和高等学校の	
アンケート結果も反映させています

①強み（活用できる長所・見どころ） ②弱み（克服すべき短所） ③好機（活かせるチャンス）

④脅威（しのぐピンチ）

①�あなたが、呉昭和高校と昭和地区
が関わり合っていると感じるのは？

②�昭和地区（地区住民）との関わりの
中でうれしい気持ちになった時は？

③�−⑴あなたにとって「住みよい昭
和地区」とはどんなまちでしょう？

③�−⑵そのようなまちを実現するため、
どんなことをしたいと考えますか？

自然等（地域資源）
が豊富
40.9％

公共施設が充実し・
住みやすい
31.6％

各種団体活動が活発
でにぎわいがある
18.0％

交通の便がよい・
道路が整備され
ている等
4.2％

人口が多く人材が豊富
2.9％

災害・犯罪が少ない
2.4％

幹線道路が不十分・
交通の便が悪い
33.7％

飲食店・娯楽施設等
が少ない
22.6％

地形的に生活
しにくい
15.9％

総合（救急）
病院がない
3.6％

防犯・防災
面で不安
3.5％

公共施設等の規模が不十分
2.9％

資源の再利用・美化
活動等が必要
4.4％ 地域の連帯

感が希薄等
6.9％

その他
6.5％

工業団地の造成・
商業施設の出店
43.7％

休耕田等有休地
の活用
37.5％

道路・公共施設
の整備・集積
12.5％

灰ケ峰等自然の活用
6.3％

少子高齢化の進行
65.3％

人口の流出
8.7％

人間関係が希薄
になっている
8.7％

マナーの悪化
8.7％

地区内の格差の拡大
4.3％

交通問題
4.3％

文化祭や体育祭など
学校行事の時
36.4％

登下校時の挨拶や
声かけなど
30.7％

地域清掃ボラン
ティアの時
29.4％

地域行事に参加した時
3.5％

登下校時に挨拶・声を
かけてくれた時
75.5％

親切にされた時
7.7％

学校行事等に協力・
見にきてくれたとき
5.5％

ボランティアに
参加した時
5.2％

地域行事の盛り上がりなど
4.4％

季節により色とりどりの
地域を見た時
1.7％

声をかけ合い・
支えあい身近に
感じるまち
52.9％

安全なまち
16.2％

きれいなまち
12.7％

店や駅などがあり
便利なまち
7.0％

交通が便利なまち
6.3％

自然豊かで活気のあるまち
2.8％

地域に貢献するまち（地産地消など）
2.1％

地域での声かけ・
挨拶運動
42.5％

地域での協力・交流
30.1％

地域でゴミ拾い・
清掃活動等
19.5％

自己の意識の
向上等
7.9％


